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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年4月6日(2017.4.6)

【公開番号】特開2017-39702(P2017-39702A)
【公開日】平成29年2月23日(2017.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2017-008
【出願番号】特願2016-146928(P2016-146928)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 498/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/439    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  498/18     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/439    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月28日(2017.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　９．６、１０．１、１４．３、１６．２、および１７．３°２θ±０．２°２θからな
る群から選択される２θ値の箇所に２つ以上のピークを含む粉末Ｘ線回折（ＰＸＲＤ）パ
ターンを有する、（１０Ｒ）－７－アミノ－１２－フルオロ－２，１０，１６－トリメチ
ル－１５－オキソ－１０，１５，１６，１７－テトラヒドロ－２Ｈ－８，４－（メテノ）
ピラゾロ［４，３－ｈ］［２，５，１１］ベンゾオキサジアザシクロテトラデシン－３－
カルボニトリル（ロルラチニブ）遊離塩基の結晶形態。
【請求項２】
　９．６、１０．１、および１６．２°２θ±０．２°２θの２θ値の箇所にピークを含
むＰＸＲＤパターンを有する、請求項１に記載の結晶形態。
【請求項３】
　１７．３°２θ±０．２°２θの２θ値の箇所にピークをさらに含むＰＸＲＤパターン
を有する、請求項２に記載の結晶形態。
【請求項４】
　１４．３°２θ±０．２°２θの２θ値の箇所にピークをさらに含むＰＸＲＤパターン
を有する、請求項２または３に記載の結晶形態。
【請求項５】
　２２２９および２２４０ｃｍ－１±２ｃｍ－１の波数（ｃｍ－１）値を含むラマンスペ
クトルを有する、請求項１から４のいずれか一項に記載の結晶形態。
【請求項６】
　３９．１および１４２．１ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１３Ｃ固体
ＮＭＲスペクトルを有する、請求項１から５のいずれか一項に記載の結晶形態。
【請求項７】
　－１０８．２および－１１５．２ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１９

Ｆ固体ＮＭＲスペクトルを有する、請求項１から６のいずれか一項に記載の結晶形態。
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【請求項８】
　７７４、１５５３、１６１９、２２２９、および２２４０ｃｍ－１±２ｃｍ－１からな
る群から選択される２つ以上の波数（ｃｍ－１）値を含むラマンスペクトルを有する、ロ
ルラチニブ遊離塩基の結晶形態。
【請求項９】
　２２２９および２２４０ｃｍ－１±２ｃｍ－１の波数（ｃｍ－１）値を含むラマンスペ
クトルを有する、請求項８に記載の結晶形態。
【請求項１０】
　１６１９ｃｍ－１±２ｃｍ－１の波数（ｃｍ－１）値をさらに含むラマンスペクトルを
有する、請求項９に記載の結晶形態。
【請求項１１】
　１５５３ｃｍ－１±２ｃｍ－１の波数（ｃｍ－１）値をさらに含むラマンスペクトルを
有する、請求項９または１０に記載の結晶形態。
【請求項１２】
　７７４ｃｍ－１±２ｃｍ－１の波数（ｃｍ－１）値をさらに含むラマンスペクトルを有
する、請求項９、１０、または１１に記載の結晶形態。
【請求項１３】
　３９．１および１４２．１ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１３Ｃ固体
ＮＭＲスペクトルを有する、請求項８から１２のいずれか一項に記載の結晶形態。
【請求項１４】
　－１０８．２および－１１５．２ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１９

Ｆ固体ＮＭＲスペクトルを有する、請求項８から１３のいずれか一項に記載の結晶形態。
【請求項１５】
　２５．８、３９．１、１１２．３、１１７．７、および１４２．１ｐｐｍ±０．２ｐｐ
ｍからなる群から選択される２つ以上の共鳴（ｐｐｍ）値を含む１３Ｃ固体ＮＭＲスペク
トルを有する、ロルラチニブ遊離塩基の結晶形態。
【請求項１６】
　３９．１および１４２．１ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１３Ｃ固体
ＮＭＲスペクトルを有する、請求項１５に記載の結晶形態。
【請求項１７】
　１１２．３ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値をさらに含む１３Ｃ固体ＮＭＲス
ペクトルを有する、請求項１６に記載の結晶形態。
【請求項１８】
　２５．８ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値をさらに含む１３Ｃ固体ＮＭＲスペ
クトルを有する、請求項１６または１７に記載の結晶形態。
【請求項１９】
　１１７．７ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値をさらに含む１３Ｃ固体ＮＭＲス
ペクトルを有する、請求項１６、１７、または１８に記載の結晶形態。
【請求項２０】
　－１０８．２および－１１５．２ｐｐｍ±０．２ｐｐｍからなる群から選択される共鳴
（ｐｐｍ）値を含む１９Ｆ固体ＮＭＲスペクトルを有する、ロルラチニブ遊離塩基の結晶
形態。
【請求項２１】
　－１１５．２ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１９Ｆ固体ＮＭＲスペク
トルを有する、請求項２０に記載の結晶形態。
【請求項２２】
　－１０８．２ｐｐｍ±０．２ｐｐｍの共鳴（ｐｐｍ）値を含む１９Ｆ固体ＮＭＲスペク
トルを有する、請求項２０または２１に記載の結晶形態。
【請求項２３】
　請求項１から２２のいずれか一項に記載のロルラチニブ遊離塩基の結晶形態と、薬学的
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に許容できる担体または添加剤とを含む医薬組成物。
【請求項２４】
　異常な細胞成長を治療するための、請求項１から２２のいずれか一項に記載のロルラチ
ニブ遊離塩基の結晶形態を含む医薬組成物。
【請求項２５】
　異常な細胞成長ががんである、請求項２４に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　がんが、未分化リンパ腫キナーゼ（ＡＬＫ）またはｃ－ｒｏｓ癌遺伝子１受容体チロシ
ンキナーゼ（ＲＯＳ１）によって媒介される、請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　がんが非小細胞肺がん（ＮＳＣＬＣ）である、請求項２５または２６に記載の医薬組成
物。
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